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小児における必要な性感染症の知識
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性感染症とは、性行為における密接な接触によって伝播する感染症の一群をさします病原体は

細菌、真菌、ウイルスなど多岐にわたり、その症状にも多様性があります。性的な活動に入って

間もない中高生においては、予防に関する知識が少ないために感染に対して無防備な状態におち

いりやすいと考えられます。よって、性感染症に関する正確な知識を持つことは重要です。

皮膚科の専門医と実地医家の多くが参加している組織として日本臨床皮膚科医会という法人が

あります。この医会の中に学校保健委員会という委員会があり、そこで、皮膚科医を中心とする

医師が、中学校や高等学校で生徒、学生に対して性感染症について講義形式でお話しする機会が

あった場合に使用できる資料をまとめることになり、私がそのお手伝いをすることになりまし

た。昨年完成した資料は中高生に必要な性感染症の知識というタイトルで、数十枚のスライドと

それぞれのスライドについての解説でできて

おり、原案を私が作成し日本臨床皮膚科医会

の学校保健委員会委員会で内容に検討を加

え、CD化して配布できるようにし、また、ウ

エブサイトにも公開されています。

さて、性感染症の専門家からは、若年者の

性感染症への対策にとして、一般へ性感染症

の知識を普及させることが最も重要で、あ

り、そのためには社会環境の整備、子供と大



人への性教育、学校教育における性教育の整

備が必要と指摘されています。今回の資料集

は学校教育における性教育に利用することを

目的に作成されており、性感染症の種類、い

くつかの代表的な疾患の症状と感染に伴うリ

スク、かかった時に必要な検査と治療、かか

らないようにするための予防法などがまとめ

られています。扱われている疾患は、梅毒、

淋病性器クラミディア感染症、HIV感染症、

性器ヘルペス、ヒト乳頭腫ウイルス感染症などです。ここの疾患については、その資料集を一度

ご覧になっていただくとよいと思います。ただし、実際の臨床像は、中高生への講義に使用する

ことを考えに入れて、ほとんど収録していません。

この資料集を作るときには、中高生が持っておくと役に立つ性感染症の知識としてはどのよう

な内容が必要か、さらにその知識をこの資料集を使って生徒、学生に伝えるための講義をする医

師側の情報にはどのようなものが必要かについていろいろと調査し、考えながら作成を進める必

要がありました。本日は中高生に向かって性感染症の解説をする医師、さらには中高生の性感染

症の診療をする医師が踏まえておくべきいくつかのポイントについて解説したいと思います。

中高生をめぐる性的な環境は時代と社会情勢を背景に常に変化しています。以前から性交渉を

初めて経験する年齢、いわゆる初交年齢の低下があると言われており、また、インターネットが

身近になり、ソーシャルネットワークの発展などから、友人関係や出会いのかたちは様々で、援

助交際やJKビジネスなどは社会問題になっています。しかしながら、このような環境には地域差

があり、大都市と地方では遊びの場所や異性と出会う機会の多寡、さらには性感染症に感染する

ようなリスクの有無にも違いがあります。医

師として、自分が診療している地域の現状を

知ることは重要です。代表的な性感染所につ

いては感染症法によるサーベイランスが実施

されており、毎月の症例数や地域別の登録症

例数などが国立感染症研究所のホームページ

で閲覧できますので、診療の合間にでも、そ

の地域の動静を見ておくと、役に立つと思い

ます。

いわゆる性教育の実施状況や教師と保護者の性教育に対する意識にも学校や地域で大きな違い

があるのが現状のようです。日本性感染症学会や思春期学会からは、幼稚園、小学校から中学、

高校にかけて、年代別に教えていくべき項目が整理された教育カリキュラムが提案されていま



す。男の子と女の子はどう違うのかから始まり、ヒトの性的活動、妊娠と出産、さらには望まれ

ない妊娠と性感染症という性行為に伴うリスクについて、一貫した性教育を行うように推奨して

いますが、実際にこのようなカリキュラムに従って実施されているかどうかについては様々で

す。学校に出かけて行って性感染症の講義をするとき、さらには、性感染症が心配な生徒、学生

の相談に乗ったりする場合には、その学校の教育の現状と教師や保護者の理解は十分かどうかを

チェックする必要があります。

保護者や学校関係者との関係は実際に性感染症に罹ってしまった学生生徒を診療する場合にも

重要です。性感染症の疑いがある、あるいは性感染症と診断できた場合、付き添ってきている保

護者あるいは学校関係者に診断とこれから必要な検査、治療の内容、その費用についてどこまで

説明するのか、患者の学生生徒本人には自己決定権がありますが、多くは未成年であると考えら

れるので、費用負担の面からも保護者等の理

解も必要です。本人と保護者は個別に説明す

るのか、本人と同席で説明するのかなどを判

断しなければなりません。また、性感染症の

広がりを防止するためには、パートナーに関

する情報を問診で確認し、一緒に治療するこ

とが重要です。日本性感染症学会からは性感

染症診断・治療ガイドラインが発行されてい

ます。そこには思春期の性感染症診療につい

ての項目もあり、これらを参考に診察を進めるとよいと思います。性感染症の診療では、患者の

臨床症状からこの症例はひょっとすると性感染症ではないだろうか？と疑うことがもっとも重要

です。疑って検査をしないと見過ごしてしまうことがあるからで、このことは、現状の社会情勢

を考えると、小児であっても、さらには中高生についても、常に頭に入れておくべきだと思われ

ます。

最後に、性感染症の対策として中学高校の生徒、学生に伝えておきたいことをまとめておきま

す。第一に、性感染症に無防備な状態にならないように予防の知識を持ってもらうことです。そ

れには、不特定多数との性行為をしないなどのいわゆるSafer Sexの意識を持つのが重要と考え

ます。性感染症の予防にはコンドームの常用が昔から推奨されてきました。中高生に常用しても

らうのはなかなか難しい状況もあるかと思いますが、多くのエビデンスもあり、これからも予防

の基本となることは間違いありません。一方、性感染症の予防ワクチンが新しい戦略として、そ

の開発、普及が待たれています。現在のところ子宮頸がんワクチンとして、ヒト乳頭腫ウイルス

に対するワクチンがあり、定期接種となっていますが、本邦では予期せぬ副反応があり、実施状

況は停滞しています。淋菌やクラミディア、単純ヘルペスウイルスとHIVなどに関してもワクチ

ン開発の努力が続けられていますが、実際に使用できるまでにはまだ時間が必要です。



第2には、中高生が自分は感染しているのかどうか気になった場合に、病院、保健所などで検

査を受けてすぐに確認することができるように、性感染症に関する十分な知識を持ってもらうこ

とが重要です。

第3は、感染していたらきちんとパート

ナーと共に治療をする重要性を理解してよう

にしたいものです。

第4に信頼性のない情報、すなわちネット

のサイト、雑誌や口コミなどですが、これら

に振り回されないで、相談できる友人関係、

保護者、先生との関係を日常から構築する努

力をしてもらうことなどがあげられます。

以上、中高生の時期、いわゆる思春期に持ってもらいたい性感染症の知識について、その診

療、指導をする医師の立場からお話ししました。
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